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１．はじめに ３．検討方法 

我が国には約 23 万個のため池が存在している。

その多くは長期間供用されており，損傷や不具合が

発生しているものや，所要の堤体安定性を満足して

いないものも存在するのが実情である。そのため，

堤体断面の拡大による安定性の向上や堤体内浸潤線

の低下による土の強度定数の上昇等の対策が実施さ

れているが，用地拡大による耕地縮小や良質な盛土

材の不足等，課題も多い。そこで，複数微細ひび割

れ型繊維補強セメント複合材料（以下、HPFRCC）の

優れた力学特性に着目し，HPFRCCをため池上流の遮

水層および下流側の流下部の被覆材として適用する

ことを考えた。本研究では，ため池の用地を拡大せ

ず堤体の安定性を改善・向上させるために HPFRCC

の遮水性を,施工後の維持管理性を改善・向上させる

ために HPFRCC の雑草木に対する繁茂防止性をそれ

ぞれ検討したので報告する。 

 検討に使用したHPFRCCの配合を表-１に示す。 

 
表-1 HPFRCCの配合 

水結合比 

W/B(%) 

砂結合材比 

S/B(%) 

単位水量 

W(Kg/m3) 

繊維体積率

Vf(%) 

42.0 41.3 360 2.0 

３-１ 遮水性 

HPFRCCの遮水性を検討2)するため,Φ100ｍｍ×20

ｍｍの円盤型供試体を圧裂し,幅 0.4ｍｍ程度のひ

び割れを導入し,透水試験(図-1参照)を実施した。 

この透水試験はアウトプット法による定水位透

水試験を採用し,水頭差は１日あたり１ｍの上昇速

度で 15ｍまで段階的に上昇させた後に漏水量を測

定した。 

コンプレッサー 

電子秤 

（重量から透水量を算出） 

水頭差 1m～15m 
（3m 以降はコンプレッサーを使用し， 

各水頭に対応する圧力を載荷） 

他の供試体へ 

内部に供試体をセット 

 

 

 なお，本研究は，鳥取大学，島根大学，高知大学，

鹿島道路、鹿島建設，三祐コンサルタンツ，クラレ

との共同で実施しているものである。 

 

 

２．HPFRCC の概要  

 HPFRCC は,高い耐久性を有するセメント系材料で

ありながら,材料に含まれる短繊維の補強効果によ

り繊細なひび割れを発生させながら金属のように変

形するという優れたひび割れ分散性を有する材料で

ある。その優れた変形特性 1)を写真-1 に示す。ま

た,HPFRCC に微細なひび割れが発生した場合であっ

ても,遊離石灰などにより閉塞する自己修復性を有

している。 

図-1 透水試験装置の概略図  

３-２ 雑草木に対する繁茂防止性 

 HPFRCC の雑草木に対する繁茂防止性を検討する

ため，繁茂している地上部の雑草を切断除去し,地下

茎を残存した状態にし，50cm×100cm×1cmの試験体

を設置した。試験体周囲は平均引抜強度 140Ｎの 6

本のアンカーを設置し，ひずみ計を左右端部から

5cmおよび中央の計3箇所に埋設し計測した。なお，

比較として標準配合のモルタルを同様に設置し計測

した。 

 

 

 

４.試験結果  

４‐１ 遮水性  

 図-2に順次，昇圧して水頭差15ｍ到達以降の漏水 
写真-1 HPFRCCの優れた曲げ特性 
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量の経時変化を示す。水頭差15ｍで一定とした以降，

漏水量は低減傾向であった。さらに試験開始800時

間以上経過した後においても水密性が回復傾向にあ

る。HPFRCCは自己修復性を有しているため，ひび割

れ分散性による漏水量低減効果に加え，長期的な水

密性の回復も期待できると考えられる。 

に施工断面を示す。 

施工は既設法面の掘削および基礎コンクリート

の打設後，吸出し防止シートを設置した。その後， 

骨材最大粒径20mm，目標空隙率25%のポーラスコン

クリートを100mm打設した。敷均はストライカーチ

ューブ(写真-2 参照)と呼ばれる自転するチューブ

型の装置を，締固めは傾斜地用コンパクタ(写真-3

参照)をそれぞれウインチで引き上げ行った。HPFRCC

は，レディミクストコンクリート工場でセメントペ

ーストを製造し，施工現場にて繊維，混和材等を混

合製造し，船底型の振動装置をウインチで引き上げ

敷均した(写真-4参照)。写真-5に施工完了状況を示

す。 
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図-2 水頭差15mに達した以降の漏水量の経時変化  

４‐２ 雑草木に対する繁茂防止性  

 図-3に試験開始から6ヶ月程度経過した試験体の

中央に設置したひずみ計より採取したひずみの経時

変化を示す。HPFRCCのひずみがモルタルのひずみよ

り小さい値となった。これはHPFRCCがモルタルより

著しく高い曲げ変形能力を有しているからであり，

試験体下の地下茎の成長に HPFRCC が追従した結果

であると考えられる。 

 

 

 

 

写真-3 ﾎﾟｰﾗｽｺﾝｸﾘｰﾄ締固め  写真-2 ﾎﾟｰﾗｽｺﾝｸﾘｰﾄ敷均 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの試験結果より，HPFRCCをため池の表面遮

水材料として適用することは極めて有効であると考

えられる。 

５.試験施工 

 以上の結果を踏まえ，平成20年度に鳥取県仏谷池

にて施工面積33m2程度の試験施工を実施した。図-4 
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写真-4 HPFRCC敷均 写真-5 施工完了 
 

試験施工を実施した結果，実際のため池における

本工法の適用性について，作業レベルで大きな問題

はないことを確認した。 

また，仏谷池で施工厚さ20mmであったHPFRCCを

10mmとして施工した他，HPFRCCを現場混合のみで製

造する等、コスト縮減や施工性改善を目的とした検

討を行い，平成21年度には高知県向の池にて施工面

積29m2程度の試験施工を実施した。今後，これらの

ため池の追跡調査等を実施し，長期耐候性能を確認

していきたい。 

図-3 ひずみの経時変化 
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